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日 本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwanslnJapan） （34） ：29－46，2010

ハ ク チ ョ ウの 生 態 を追 うvol ．4

～ この1年 間の新しい観察と疑問 ～

角田 分

999－8134山 形 県 酒 田 市 本 楯 字 通 伝54－2（htt’ ／／kakutacartfc2com／ ）

1． は じめに

2009年 冬のハ クチ ョウ類 の 日本への初飛来 は例年に比べてほとんどの地点で約1週

間程早 く， クッチャロ湖 （北海道）では9月26日 ，最上川河 口でも10月1日 に観察 され

た．今冬初飛来が早いこ との原因は大雪か等 と取 りざたされたが，地域的な大雪で例

年 と若干違 うハ クチ ョウ類の移動が見 られ たものの全国的な大雪ではなかったよ う

だ．ただ，春の訪れが極端に遅 く，東北 ・北海道では例年 よりも1～2週 間程の遅れが

見 られたようだ．

私事であるが，ここ数年 にわたって 日本 白鳥の会の研修会で研究発表 してきたが，

仕事の忙 しさか ら原稿にす る作業ができず にいた．幸い最近時間的な余裕が若干でき

たことと，研修会での発表がその場だけのものではな く，研修会に参加できなかった

全国の会員 の方々に発表 内容 についてお知 らせ した りご意見をいだ くこ とができな

い と考え，34回 の発表 を紙上発表することに した．紙上発表 にあたってはより詳 しく

ご理解いただきた く若干の文言や資料 を付 け加 えた．

2．最上川河 口への南下飛来の実際

1）7号 幹線ルー トの様子

2009年10月 に発行 した 自著 『SwaninJapan』P．44に7号 幹線ルー トについて記述

したが，最上川河 口か ら北上す るハクチ ョウは全てこのルー トでの飛去を観察 してい

ると述べた．

北上飛去の様子をもう少 し詳細 に述べてみる．最上川河 口から飛び立った群れがこ

の7号 幹線ルー トに入 って飛去す る経路は以下の二つある（図1）．

①河 口か ら飛び立って北西に向かい，最上川河 口 ・酒 田港方面に向かって海岸線沿い

に北上 し，吹浦港 （遊佐町）周辺から7号 幹線ルー トに入 る．

②河 口か ら飛び立って北東方面の市街地上空 を通 り鳥海 山に向か う．その後進路を北
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図1． 北 上 ル ー ト． 図2． 鳥海 山西麓 を北上す る群れ．

に取 りなが ら7号 幹線ルー トに入る．

①② ともそのまま秋田県に北上飛去 していく．また，この7号 幹線ルー トには，新

庄市や宮城県方面か ら最上川沿いの47号 支線ルー トで庄 内平野に北上 したハ クチ ョ

ウ群の中で，最上川河 口に飛来 しない群れが利用す るルー トが今ひ とつある．それは

47号 支線ルー トで庄内平野に入 り，そのまま平野部 と山麓の周縁部 （平野北東部）をた

どるよ うに飛翔 し鳥海山西麓で7号 幹線ルー トに合流す るものである．

これまで，北上飛去す るハクチ ョウ群が何回もこのルー トを通 ることを確認 してい

る．しか し，最上川河 口に南下飛来す るハ クチ ョウ群 について，河 口での確認 は して

いるが，実際に海岸線や7号 幹線ルー トでの飛翔は観察できていない．

そ こで，2009年10Aに 庄 内平野 に南 下飛来す るハ クチ ョウたちの飛翔ルー トを観

察 ・検証することにした．

2）庄内平野に南下飛来する群れの観察

飛翔の様子を継続 して観察できる場所 として標 高約1，200mに ある鳥海 山ブルーラ

イ ンの鉾立駐車場の西側 を選定 した．鉾立駐車場を観察場所 に選定 した理由は次の3

点である．

①好天時には見通 しが良 く，秋田県男鹿半島か ら石川県能登半島まで確認す ることが

でき，双眼鏡 を使 うと7号 幹線ルー ト上 を南下飛来する群れを継続的に長時間追跡確

認ができる．

②車両で行 くことができ，観察機材 など簡単に運搬でき，天候急変時にも車両に避難

可能である．

③ これまでの観察で北上飛去時にはこの駐車場上空を飛翔す る群れ もあ り，飛来の状

況 をより近 くで詳細に確認できる．

観察地点の詳 しいデーター ：北緯39°7’7”，東経139°59’38”，標高1，145m

1日 目（2009年10月13日 午前5時20分 ～午前11時00分 ）：ハ クチ ョウの最上川河 口への飛

来が早朝 とい うこともあ り，日の出前に観察地点に到着 して観察を開始 した．天気は

快晴で，秋 田県南部の由利地方の様子や庄内平野の様子 もとても良く確認できる状況

である．ただ，観察場所が高所 とい うこともあ り完全防寒の状態で観察 していても
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図3． 観察地か ら見た庄内平野 ・最上川 ， 図4． 観察地上空を飛翔す る群れ．

手足が冷たくなって るのがはっき りわかる状況であった，

北上飛去時にはほ とんどの場合高い上空 を飛翔 していたので観察す る際には上空

を中心に下界までを観察す ることにした．特 に飛去時に群れ発見の第一の手がか りと

なったのがハクチ ョウの鳴 き声であったので，鳴 き声 と双眼鏡 を使用 して群れの発見

に努めた．午前6時 頃に地上 （平地）と携帯電話で連絡 した時には，ハクチ ョウの群れ

が次々 と飛来 しているとい うことであった． しか し，観察か ら3時間程経過 しても観

察場所では1羽 のハクチ ョウも発見す ることができなかった．

平地か らの連絡 では，その後 も次々と飛来 してくるハ クチ ョウ群 を確認できるとい

うことであったが，12倍 の双眼鏡で探 しても発見することはできなかった．

この 日は約6時 間にわたる観察をしたが全 く発見できなかった．7号 幹線ルー トで

の南下飛来について多少疑念が涌いてきた．大陸か ら直接飛来 しているのだろ うか と

い う思い も頭をかす め始めた．

2日 目（10月14日午前5時00分 ～午前10時30分 ）：幸い2日 目も好天のようで星空が綺麗i

だ．観察地点が高所のためにこの時期 になると降雪による凍結で自動車がス リップす

る心配があったが，降雪や路面凍結もな く観察地点に無事到着 して観察を開始するこ

とができた，鳥海山の山頂付近には白い雪が見えていた．

この 日も地上 （平地）か らはバ クヂ ョウが次々 と飛来 しているとい う連絡が入 るが

残念ながら全 く確認できない状況が続いた．

午前8時8分 ，「コウ」とい うハ クチ ョウの鳴き声を一声聞いて必死に捜 した ら，真上

の空に11羽 の群れが飛翔 しているのを発見 した（図4）．最後尾のハクチ ョウの飛び方

が どうもおか しい．少 しずつ群れ と離れてい くのがわか る．群れ もそのことに気がつ

いたのか群れ全体が戻るよ うな様子が見え，そのまま高度 を下げて秋 田県側 の水田地

帯に降下 していった．

やは りこのルー トで飛来す る群れはあるのだ．それ にしても少なすぎる．南下飛来

の主 となるルー トは どこなのだろ うか．この 日もその後の飛来は全 く確認できなかっ

た．でも，平地には次々 と飛来 している．

3日 目（10月15日，午前5時30分 ～）：この 日も星空は とても綺麗 だし，鳥海 山のシル

エ ッ トも頂上まで綺麗に見えてい る． 自宅から観察地点までは約1時 間かかるので
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図5． 吹浦港沖を南下飛翔す る群れ ． 図6． 象潟港沖に見える群れ．

午前4時 過ぎに出発．こんなにた くさん飛来 してい るのになぜ発見できないのだろう

かとい う思いが強い．何故だ ？

上空を飛翔 してくる様子が見 られないので，今 日は下界 を中心に群れを捜 した．何

としても南下飛来す る群れを発見 したい思いで必死に下界 を捜 した ら，吹浦港 の沖合

の海上を飛翔 している群れを発見 した．ひ ょっとす ると海上を飛翔 してきているので

はないかと探す場所 を海面を中心に行 うことに した．海岸線沿いに双眼鏡で探 した ら

南下飛来す る群れをまた見つけることができた．その次の群れも見つけることができ

た．

ハ クチ ョウが北上飛去する時には高空を飛翔す るのに，南下飛来するのは海岸沿い

に， しか もど うも海水面 よりそんなに高 くない ところを飛翔 してきているよ うだ．自

分の先入観で探 していたためにどうや ら発見が遅れて しまったよ うだ．

観察場所か ら海上を南下飛来する群れを最北の位置で確認できるのは，象潟港沖か

らである．観察地から直線距離で約12．5kmで ある．それ より北方は視界がいいにもか

かわらずハ クチ ョウの群れ を発見することはできなかった．

ハ クチ ョウの群れが秋 田県の 日本海上 を海岸線沿いに南下飛来 して庄内平野に入

ることは確認 できた．北上飛去する時に高空を飛翔 していたために，今回，上空に重

点を置いて観察 していたが実は海上を低空で飛来 していたよ うである．その後 も次々

と同 じ象潟港周辺で海上を南下飛来す る群れ を確認することができた．

海上を南下飛来 して山形県 に入ってきた群れは，西浜海岸 （遊佐町）の十里塚集落周

辺か ら陸地に進路 を変更 し，海岸飛砂防止林 （松林）を超えて遊佐町稲川地区の水 田地

帯に入ってい く．追跡観察 して来たハクチ ョウの群れを見失 うのが全部 この周辺だっ

た．観察場所か ら見失った地点 （遊佐町岩川地区）までは約15．7kmで ある．朝 日の光線

で多少逆光気味のところもあ りここまで追跡確認す るのが精一杯だ．

観察場所か ら平地に降 りて群れを見失った地点で，休息 している多 くのハクチ ョウ

を確認 した．ここで一旦休息のために地上に降 りていたので確認ができなかったのか

も知れない．その場所で観察 してい ると，次々と上空か らハクチ ョウが降 りて くるの

で多分間違 いない と思った．水 田に降 りたハクチ ョウは，採餌 している個体がほとん

どいな くて休息のために降 りたことが明 白である．
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南下飛来 も間違いなく7号 幹線ルー トで行われてい ることを確認できた．

4日 目（10月16日，午前6時 ～9時 ）：前 日までの観察で秋 田県か ら庄内地方への南下飛

来は海上ルー トであることが分ったため，4日 目の観察は飛来 を直近で観察できる日

本海岸の十六羅漢展望台に変更 して行 うことに した．

この場所は北緯39°4’20”，東経139°52’20”，標高4mに あ り，北側は秋 田県境の三崎

公園の灯台を見通すことができ，南側 は酒 田港周辺までの飛翔 を確認す ることができ

る場所である．そのため，秋 田県か ら庄 内平野に南下飛来す る群れ は，三崎公 園の上

空や岬を回るように海上を飛翔 してくるのがよく観察できた し，西浜か ら陸地に入 る

群れや海上を更に南下 して最上川河 口上空か ら河 口の白鳥集 団飛来地に向けて飛翔

す るの も観察す ることができた．

観察場所の高度を下げて観察 したのは，飛翔する群れの様子を立体的に観察するた

めである（前 日までは高所か ら水平面の飛翔隊形変化 を，今 日は低地か ら上下方向の

飛翔変化を観察撮影するため）．

飛翔隊形 の変化については，後述する．

3）最上川河 口への南下飛来のルー ト

最上川河 口を通 る南下飛来ルー トについて今回の観察か ら7号 幹線ルー トの存在

を確認できた．ただ し，今回の飛来 は，7号 幹線ルー トの海上ルー トの観察が主で，

陸上ルー トの飛翔確認 は1回 だけであった． しかもそのほとん どは海面から50m程 度

の低空なので，南下飛来について河 口で観察 している高空か らの降下飛来 との整合性

を確かめる必要がある．

ただ，今回の観察か ら海上ルー トの南下飛来でも庄内平野北部で海上か ら陸地に入

って，水田で休息 してか ら河 口に飛来するルー トと海上をそのまま南下飛来 して直接

河 口に至 る二つのルー トがあることが判明 した．このことは河 口から北帰する場合の

ルー トとほぼ合致す るよ うに思 う．

4）南下飛来するハクチ ョウ群の飛翔速度の推定

今回の観察で南下飛来を継続 して観察撮影 できたので，カメラの撮影時間記録 のデ
ーターを利用 して南下の際の飛翔速度 を推測 してみた（ハクチ ョウの飛翔速度は風向

；1”
‘1

1

図7、 十六羅漢から見た三崎公園と海上を飛来

する群れ、

図8． 海上か ら陸地 に入 ってきた群れ．
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きや風速 な どいろいろな条件 が絡 んで く

ると思われるが，一っのデーター として参

考までに算出 してみた）．

双眼鏡や600m望 遠 レンズで群れ を明確

に捕 捉撮 影 で き る秋 田県 象潟 港 か ら秋

田 ・山形県境の三崎公園にある灯台までの

距離は約9．7kmで ある． この距離 と象潟港

沖で群れ を最初 に撮影 した時か ら三崎公

園灯台までの時間に基づいて飛翔速度を算

出 した．

象潟港沖で撮影確認 した時刻10：

図9． 飛翔速度測定地図

28で ，三崎公 園灯 台前 が10：48， ち ょ うど20分 間

だ．南 下飛 翔速度 は時速約30km程 度 の よ うだ．

北 上飛去 す る時 には時速60km程 だ った こ ともあ るので，遅 い飛翔速 度 とい え るか も

知れ な い．参 考 まで に， この 日10：30の 象 潟 の風 向 き は南 南西 の風1．8m， 瞬 間最 大

風速4．lmで あった ．南 下飛来す るには若干 向かい風 とい う状況 だ った．

5）飛 翔 隊形 の変 化

ハ クチ ョウがカ ギ状 にな って飛 翔す るの を見 て，先頭 が リー ダーで群れ を率い て飛

ん で行 くの は大 変 だ とい う人 が多い ． しか しハ クチ ョウ観 察者 は，先頭 リー ダー説 を

否定 す る こ とが多 い．それ は， 日常観 察 してい る と飛 翔す る群れ は状況 に応 じて その

隊形 を変化 させ る こ とが多い か らであ る．飛 翔す る群 れ を継 続 的に追跡観 察す る こ と

はなか なか 困難 なので ，そ の継 続的 な写真 を 目にす るこ とは多 くない ．

今 回 の観 察 で20分 間連続 して1群 の飛 翔 を上空 か ら撮 影 す る こ とがで きた ので そ の

様子 につ い て報 告 す る，

8枚 の写 真 を見 て わか る よ うに，20分 間 に この よ うに飛翔 隊形 を変 えて い る こ とが わ

か る （注 ：図10－4の横カギ状隊形とい うのは，群れの左先端部がカギ状になっているが，群れは写真

の左下に向かって飛翔してお り，左上から右下に伸びている一直線のハクチョウたちが先頭というこ

とになるのでこう表現した）．

【水 平 面 の隊形 変化 】

図10－1． い わ ゆ る カ ギ 状 の 隊 形 ．

雛嚢簸簿

鑛
醒 緬 ．＿ 鍵 直．一 ≡、盤 一一＿一． ・“

図10－2． カギの先端部に乱れ がある隊形 ．
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図11－3、 先頭 がややカギ状の隊形． 図11－4． 先頭が下降のS状 隊形 ．

水平面 と垂直面での隊形変化が頻繁 に行われているが，ハクチ ョウそれぞれ の個体

の体調や風力の状況等でこのように変化 しているもの と思われ る．また，前述 したが，

水 田に降下休息 している様子や以前最上川河 口に飛来 した群れがその 日はほとん ど

採餌に出なかった ことなどを考 えると，渡 りによる体力消耗 はそれな りに大きい もの

ではないか と考 えられる．

3． ハ クチ ョウのFLYWAYに ついて

ハ クチ ョウの生態観察に全国各地 を回って歩 き，その中で伊豆沼内沼サンクチ ュア

リセ ンター とク ッチャロ湖水鳥館 に興味深いデーターが展示 されていた．それは，東

京大学院の樋 口教授 らの研究チームが，ハ クチ ョウに電波発信機付きの標識を装着 し

て追跡調査 したハクチ ョウのFLYWAYを 図表 にたものである．伊豆沼の方は，オオハ ク

について，ク ッチャロ湖の方はコハクについて最新のデーターを元に示 されていた．

その図表について大まかに述べると次のようになる．

【伊豆沼のオオハ ク】伊豆沼で標識 を装着 したオオハクは，北上 して岩手青森県境

付近か ら北海道十勝平野 に渡 り，道東 を経 由して網走周辺か らオホーツク海を縦断 し

て直接サハ リンへ渡る とい うものであった．このルー トで二っの点が興味を引いた．

①本州か ら北海道へは下北半島を経 由してウ トナイ湖，そ して十勝平野 とい うのが 自

分の観念的なルー トだったが，八戸周辺か ら直接十勝平野へ渡 るとい うこと．

②網走周辺 から直接サハ リンへ渡るルー トは，日本 白鳥の会の会員によってずいぶん

早 くか ら観察結果 として発表 されていた．それが電波発信機 の装着によって科学的に

証明された とい うこと．

【クッチャロ湖のコハ ク】ク ッチャロ湖で発信器装着のコハ クが新潟県に飛来，そ

こか ら能登半島の珠洲市に渡っていることや珠洲市か ら直接鳥取県の中海 に渡って

いることが図示 されていた．昨年の会報 （No．33，35－36）に 「石川県で注 目したいのは，

能登半島先端部 にある雁の池 （珠洲市）である … ，新潟県からの飛来はあま りにも

西に位置 しているようで … 」 と書いた．また同号のp．38に「鳥取県のハクチ ョウ

類飛来ルー トは石川 ・福井両県から直接飛来す るのではな く … 」と述べたばか り

なのに，科学的データーの前に見事 にや られて しまった感がある．
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今後 この ような科学的デー ター によって よ り正確 にFLYWAYが 解明されることを更

に望む し，白鳥 の会で もこのような科学的データーを積極的に会報等に掲載 して会員

に周知 してい くことを望む．

4． も う一つの採餌法

これ までの観察から，ハ クチ ョウの採餌法は以下に述べ る7つ に分類できることを

研修会や 自著で述べてきた（角 田2009） ．

① ついばみ採餌 （地面 ・水面）

② 濾 しとり採餌 （水面）

③ 水 中採餌 ③一1．水 中採餌 ③一2．逆立ち採餌 ③一3．泥 中採餌

③一4足 踏み採餌 ③一5．石投げ採餌

これまでの7採 餌法の他に「刈取 り採餌」といえる採餌法を観察 した．それは2009年

10月 の飛来地調査で関東地方を訪れた時 に水 田の二番穂 を食べ るハクチ ョウを観察

して気がついた ものである．これまで も関東地方を訪れて飛来地での生態観察を して

きたが，訪れ る時期が仕事の関係で年末や年度末だったので，この採餌法を観察する

ことができないでいた ようだ．それ は，二番穂 とい う条件が必要だったのだ．

東北地方でも二番穂は伸び るが，穂先に実をつける前に降雪などによって成長が止

ま り結実まで至 らないものが多 く，穂 を食べることを観察することはできなかった．

今回10Hに 観察す ることによ り穂 を刈 る食べ方 を見 ることができた．

刈取 り採餌が他 の採餌法 と違 う点は， これまで述べてきた採餌法が全 て地面や水

面 ・水中での採餌であるのに対 して，この採餌法は空中 （？）にある餌 （茎 ・実）を食べ

ることと哨先端部でな く横の部分を使 って採餌することである．これまでも草の実採

餌 を観察 した ことはあるが，集団的な採餌は初めてである．

この刈取 り採餌の大きな特徴は，穂だけでなく茎も一緒に稲 を刈 り取 るよ うに食べ

ることである．

この観察の後，庄内地方で稲刈 り後 も刈 り取 られないで水 田に残っている稲 を採餌

す る群れを観察 した．

この日寺は茎 が乾燥 して堅いためか，茎 を食べずに哨側面で穂の部分 を杭き取 るよう

に しごいて食べていた（図13）．しか し，これを採餌法 として区分 けすべきか悩んでる．

以前にも述べたが，いずれに しろハクチ ョウは採餌環境 に適応 した方法で餌を食べ

1燃轄 燃 ！

鰍
図12． 刈取 り採餌 をするコハ ク． 図13． しごき採餌をす るコハ ク．
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て い るこ とは間違 いな い．

5． 飛翔に伴 う落下や衝突の観察

ことわざに「猿も木 から落ちる」とい うのがあるが，その鳥類編 とも言 えることを観

察 した．ハ クチ ョウが空か ら落ちた り物 に衝突 しているのである．ま さに「ハ クチ ョ

ウも空から落ちる」の実証編である．

1）落下の観察

観察例は新潟県村上市の新保大池でのものである．新保大池は，主にハクチ ョウが

ね ぐらとして利用 している周囲800mの 小 さな池で，西側か ら北側にかけてスギ林が

あ り，採餌 に出かける時はほとん どの場合，池 の東側か ら南側に向けて飛び上がって

い く．池のす ぐ南側には国道345号 線 があり，交通量も多い方である．この国道に沿

って各家庭 に配電する電柱 と電線がある．この池で着水 しようと脚 を出 したオオハク

がその脚 を電線に引っかけて落下し飛べ なくなったことは角 田（2009）にも記 したが，

今回の観察も同 じ池ではあるが，建造物 に触れての落下ではない．

この観 察例 は池の南側 に向かって飛び上がったハ クチ ョウが 目の前 に現れた電線

に気づいて進路 を東側 に変えようと急激 に曲がろ うとした時に落下 したものである．

この時は，採餌 に飛び出すハクチ ョウを少 し高い位置で追跡撮影 していた．飛び上が

ったハクチ ョウが瞬間的にいな くなった．それ に気づいて探 した ら地面に落 ちていた

とい うものだ．写真 に，上からハクチ ョウが落ちて来たために池の周囲で休んでいた

カモがあわてて飛び退いている様子が写っているのが面 白い （図14）、何 も知 らず に休

んでいたカモは空か ら降ってきたハ クチ ョウに本当にびっ くりしただろう．

この落下は，状況か ら考えて，あま りにも急激に方向変更 したために失速 し落下 し

た としか考え られない．

ハ クチ ョウは，危険回避 をす る場合 に首を曲げてス ピー ドを減速す ることがあるが，

この時体が少 し立 ち上がるよ うになる．飛び上がったばか りのハクチ ョウには加速力

が充分ついていない と思われ，意図的に減速 しているために思った以上にスピー ドが

落ちて して落下 したもの と思われ る．観察 している と，左右旋回する場合首を引いて

体を立ち上げることのない水平面方向への旋回は失速する割合が小 さい ように思え

る．図15は 落下個体 と同 じような状況で撮影 したもので，あるが，電線がはっき り写

図14． 落 下 した 瞬 間 の コハ ク ． 図15． 電線 を避 けて旋回飛翔するコハ ク．
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図16． コ ン ク リー トに 着 地 （？）した コ ハ ク ． 図17． 向かって飛翔 して くるコハ ク

っていて，左旋回 （水平面旋回）をしてい るのがよくわかる．

も う1例は，同じ池か ら同様に飛び上がったものの何 らかの理 由で飛翔 を中止 し，

池 に降 りよ うとしたが，池を外れて周囲のコンク リー ト面に着地 し，その上を滑走 し

て しまったものである．図16は 滑走直後のコンクリー ト上にいるハ クチ ョウである．

幸い2例 とも外見上に怪我はな く，そのまま池に戻っていったのがせ めてもの救い

である． この2例 とも，ね ぐらが小 さい池で周囲に電線や樹木等の障害物のある場所

のための落下の ように思われ る．ハ クチ ョウのね ぐらが民家近くにある場合 同じよ う

な状況が 日常的に起こっていると考えられる．

2）衝突の観察

2－1）建造物への衝突

この観察例は宮城県大崎市鳴瀬川 にかかる木 間塚大橋でのものである．橋の下流 に

ね ぐらをとってい る群れが，朝，採餌にい く時に飛び上が りなが ら橋げたの下を通過

した り，橋 の手前でカーブ して飛び去っていく行動 をとっていた．

橋げたに衝突 した個体は，群れの最後尾で飛び上が り，群れが橋の下を通過 してい

く後 を追って橋 をくぐろ うとした時にぶつかったのである．

飛び上がる群れを撮影 していた時，ほとん どの個体は橋の上にいる僕の下を くぐっ

て飛び去っていったが，最後のハクチ ョウは角度がやや上 向きで（図17），僕にぶっか

るのではないか と思った瞬間 「ガー ン」とい う鈍い音が足下で した．あわてて下を見た

らハ クチ ョウが翼を不 自然 に落 とした状態で水面にいるのが見えた．木間塚大橋の橋

げたは鉄製であ り，相 当の衝撃があつたのではないか と思った．

状況は違 うが，コブハクチ ョウが飛翔 して同 じよ うに橋げたに衝突 したのを長崎県

のハ ウステンボスで観察 したことがある．この時も飛び上がったコブハクチ ョウ群の

1羽 が橋げたを回避できず に衝突 して水面に落ちた．その個体も衝突後は何事 もなか

ったかのよ うに水面を進んではいった．

飛翔す るハ クチ ョウが，強風で建物に衝突する とい うことは聞いた ことがあるが，

ごく普通の状況でも建造物への衝突はあるのだ．

2－1）ハクチ ョウ同士の衝突

白鳥同士の衝突 は，衝突 しそ うな双方 の白鳥が回避行動をとるためにほとん ど起こ

らないことが多い．特に暗い中をね ぐらに戻 って着水す る場合でもぶつかっているの
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図18． コ ハ ク の 上 に 降 りた （？）オ オ ハ ク ． 図19． 衝突 を避けよ うと水 をかけたオオハ ク．

は見たことがない程 で，ハ クチ ョウの着水術のすば らしさに感 心 していた． しか し，

水面にいるハクチ ョウの上 に落下衝突 した例が実際にあった．この場合，衝突 とは若

干感 じが違 うよ うであた．

クッチャロ湖では冬季間の一時期，湖がほぼ全面結氷 し，給餌をする開水面が極端

に小 さくなることがあるが，その時のことである．図18の よ うに水面にいたコハ クの

上に上空からオオハクがその上に落下（着水）衝突 し，乗 っかって しまったものである．

その原 因として考え られ るのは，開水面が小 さい上に，水面に給餌 に集まったハク

チ ョウがひ しめきあ う状態であったため と思われ る．

その他 にも，図19の ように着水する白鳥が衝突を避けるために水面上で急旋回 して

相手の白鳥に思いっき り水 をかけている場合 もあるし，水面が凍結 しているために自

分では止 めきれないで氷上 を滑走 してい くものもいる．また，飛び上がる時に前方に

いるハ クチ ョウの上に足を着いて飛び越 えた り，急ブ レーキをかけて手前で止まろ う

とするものもい る． 一

この落下衝突の場合は，衝突 された コハクは避けよ うがなかったのではないか と思

う．まさかハ クチ ョウが 自分の上に落ちて くるなんてハ クチ ョウで も考えっかないの

ではないだろうか．

6． 越冬地での採餌飛翔 （飛び出し）行動について

1）飛び出 し時間の変化

ハ クチ ョウが越冬地で採餌 のために飛 び出す 時間が違 うことは角 田（2009）に も詳

細に述べたが，今年の冬 （2009／10年）に継続的にその様子を観察できた．その詳細は

．lll．．lllllillllllliilll
初飛翔確認時間月 日 日の出時間

10月13日

10月31日

11月28日

12月14日

12月24日

1月19日

2月1日

5：19

5：38

6．42

6，57

6，37

6．58

6．47

5二59

6：17

6：49

7；02

7：08

7：07

6：59
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表1の 通 りで ある，10月 初旬に飛来 したハ クチ ョウは，実際の 日の出以前の薄明か り

の状況で飛び出 し始 めている．特に10月 の飛来当初は 日の出前40分 も前に飛び出 して

いる．

11月 下旬や12月14目 までは，ほとんど実際の 目の出 と同 じ時刻の頃に飛び出 し始め

ている、 これは，集団が越冬地に落ち着 き始 めていることを示 しているように思 う．

ここで注 目しなければな らないのは，12月24日 のデーターである．12月14日 までは

日の出と飛び出 し時間がほぼ同 じなのに，24日 になって飛来当初 と同 じよ うに日の出

40分 も前に飛び出 し始めてい る．その原因は庄内地方で12月16～18日 まで大雪に見舞

われ最大積雪量26cm（山形気象台発表）とい う状況になったか らと思われ る．

16～20日 近 くまで水田採餌ができない状況が続き，24日 の飛び出し時間がハクチ ョ

ウの空腹状況を表 してい るよ うに思 う．ちなみに，期 日は違 うが，2008年12月20日 の

初飛び出 しは7：15（ 日の出時間7：05） とい う状況で，大雪がなかったな らば 日の出後

に飛び出 している時期なので ある．

このように前年 は 日の出後に飛び出 してい るのに，この年は大雪での空腹 （？）のた

めか40分 近 くも前に飛び出 してい る．その後の1月19日 にも日の出前に飛び出 し，大

雪がハ クチ ョウの行動 に影響を与えていることは明らかである．

2）飛び出す時間 と群れの様子

採餌 のため最上川河 口のね ぐらか ら初 めて飛び出す時間が飛来当初か ら徐々に遅

くなることや ，雪の影響でその行動に変化があることは分ったが，ねぐらにいるハク

チ ョウの大部分は どんな飛び出 し行動をとるのかも観察 し考察 してみた．

表2に その具体的な時間推移 と羽数 の変化 をま とめた．初飛び出時間については前

項で述べたので， ここでは集団 としての行動の様子について分析 してみたい，

10月13日 ：この時期はハクチ ョウがまだ次々 と南下飛来 している時期で，ほぼ 日の出

と共に集 団で一斉に飛び出 している様子が読み取れ る，特に5：40～6：00の20分 間に

2，500羽もが採餌 に飛び立っている．

10月31日 ：河 口に飛来す るハクチ ョウの第1陣 はほぼ終わ りつつある時期である、こ

の 日に特徴的なのは，ね ぐらか らの飛び出 しのピークを日の出後1時 間程 してか ら迎

えていることである．もちろん 日の出直後にもピークが見 られる．このように飛び出

しのピークが二つ見 られ るのは，この日以後にもある．飛び出 しのピークが二つあ り，

最初の ピークよりも二番 目のピークが最大になっているが，このことは，次のよ うに

分析 した （12月24目は前期の大雪 とい う事情で除外）．その 日の最初のピークで飛び出

したハ クチ ョウは，最上川河 口に飛来到着 してまだ 日が浅 く，空腹状態が続いている

個体で，その後の第二のピークに飛び出 したハ クチ ョウは，河 口到着後の経過 日数が

長 く，空腹 を満た しつつある個体が飛び出 したものと考えている．

11月28日 ：この時期 になる と最初の飛び出 しが実際の 日の出時間か ら約1時 間 も遅 く

なってきている．また，飛び出 しの最初のピークも前回の調査時の31日 よりも目の出

は20分 ほどしか遅 くなっていないのに，2倍 近い40分 も遅 くなってか ら現れている．

また，前回の調査よ りもハ クチ ョウの総数 も半数ほどにな り，分散化 と越冬の定着化
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表2， 採 負ikitEP］の 時 間 と 羽 ”
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が進んできているようにも思える．

12月14日 ：この 日は，雨天で視界が非常に悪い状態で，調査開始後3時 間ほ どの午前

9：00に は観察を中止せ ざるをえなかった．荒天のためかハクチ ョウの水面残 留 も

2，400羽を超 え，全羽数の半数以上が飛び出さなかった．また，飛び出 し時刻 が 日の

出時刻 とほぼ同 じくらいになるほど遅 くなった．その原因は荒天のためかも知れない，

全確認羽数 も前回と300羽 程度の違いであ り，庄内平野の最上川水系の移動 を考え

るとほぼ変動がない もの と考える，

12月24日 ：前述の通 り16～18日 にかけて大雪が降ったので，その後のハクチ ョウの様

子を観察 した．その結果 ，飛び出 し時刻や総羽数に も雪の影響が如実 に現れてい る．

特に総羽数 は14日 の4，247羽に対 してこの 日は1，659羽 と2，500羽余 り減少 した．積雪

で採餌 できないために雪の少ない地域への飛去があったことを数字上でも明 白に示

している．
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2010年IH19日 ：大 雪の1ヶ 月後 のハ クチ ョウの様子 を観 察 した ，12月18日 以 降は たい

した積 雪 もなか った た めか総羽数 も12月14日 の4，247羽 とほ ぼ同 じ程度 まで戻 った の

がわ か る．大雪 で移動 していたハ クチ ョウが戻 って きてい るこ とを表 してい る と思 う．

この 日の特徴 と して は，一斉 に多 くのハ クチ ョウが飛 び 出す とい うので はな く，少

しずっ3時 間以 上 とい う長 時 間にわ た って飛び 出 しが見 られ，10時 を過 ぎて もまだ水

面 に400羽 ほ どのハ クチ ョウが見 られ た こ とだ ろ う．

2月1日 ：興 味 あ るこ とに，11月 以 降ハ クチ ョウの初 飛び 出 しが あるのは， 日の出時刻

とほ ぼ10分 程 度 の違 い しかない こ と、ま た， 日の出 の時刻 が早 くな るに したが って飛

び出 し時刻 も早 くなって来 てい る こ とで あ る （12月24日 を除 く）．

また ，総羽 数 も ぐん と少 な くな り，ハ クチ ョウの北帰行 動 が始 まってい るよ うにも

思 われ る．

7．飛来数にかかわる問題

角 田（2009）は「日本の 白鳥」No．32・33に環境省 が毎年各都道府県に依頼 して行 うガ

ンカモ生息調査のハクチ ョウ類 について過去10年 分を集計分析 したものを掲載 した．

この調査 で最上川河 口に飛来す るハ クチ ョウの総数について常々次の ような疑問

をもっていた．

1）オオハク ・コハ クの総数の末尾2ケ タが全て100羽 単位である．

2）広大な調査地なのに種不明種が全 くいない．

3）これまではオオハクがコハ クよ りも1，000羽以上も多い．

4）他 の調査地 の値に対 して極端に数値が違 う．

1）にっいて ：全 国調査の結果 を見て も， ほとん どの所で何十何羽 （1の位）まで報告

されているのになぜ最上川河 口だけが毎年 「…00羽 」 とい うような末尾になって

いるのか ？ 調査 に対 して99羽 以下は切 り上 げて報告せ よとい う指示はないはずな

のに毎年きちん と100羽 単位 になっているのかとい うことである．前述 した2009年 （今

冬）の自分の調査 のように末尾羽数をが出せ るはずである．

2）にっいて ：最上川河 口は，他の調査地 と比較 して も広 く，川の右岸左岸 の両岸か

ら双眼鏡 ・プロ ミナー等の観測材 を使用 してもよほど習熟 していない とオオハ ク ・コ

ハクの識別 は難 しいと自分では感 じている．それ に水面にいるハクチ ョウはよく哨を

背中に入れていることの多いこの時期の調査で種不明種が全 くいない とい うのは超

人的な技 としか言いようがない．皮肉になるかも知れないが，この冬最初に最上川河

口に飛来 したハ クチ ョウがコハ クであるのにもかかわ らず，このガンカモ調査の責任

者がオオハ クだと言っていたことと併せて識別能力に疑問を感 じてもいる．

ちなみに今年北海道で一番早 くハクチ ョウの初飛来 を確認 したのは，クッチャロ湖

で2009年9月26日 にコハ クの確認だった．オオハクの初飛来確認報告は，北海道厚岸

湖で2009年10H8日 に12羽 である． 日本に初飛来す るハ クチ ョウは例年 コハ クチ ョウ

の方が早いよ うなのに，10月1日 に最上川河 口に飛来 したのがオオハクであれば，コ

ハ クよ りも，また北海道よ りも先に最上川河 口に飛来 しているとい うことになる．
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3． 上IPロ バ ク ヨan

①環境省
ガンカモ調査

20092010

20092010

種 総 計 総 計

オ オ ハ ク3，1005，2009
，9009，700コ ハ ク6

，8004，500

②緑の国勢調査 （民間 オオハ ク11

会社委託実施1月12目 ） コハ ク3，4445，238

種不明1，783

③角 田 飛去 数12月20日6，5481月19日4，567

3）について ：これまでの調査報告を見ると，秋 田・岩手両県ではオオハクが多いが，

宮城 ・新潟 ・福島県ではコハクが多い．自分が， 日本各地を観察 して歩いて得たデー

ターでもオオハ クは北東北で多 く，南下す るほどコハ クが主 となって くる．

実際に最上川河 口周辺で観察 して もコハクが多い．ただ，オオハ クとコハクの行動

の違い として，コハ クは早朝か ら採餌行動 に出るのにたい し，オオハ クはこれまで （給

餌 中止以前）は給餌に頼 っている傾 向が見 られた．

確 かにオオハ クも河 口で越冬 してい るが，す ぐ近 くの大山の上 ・下池でもほとん ど

がコハ クで，オオハクの比率が極端に低いのに，最上川河 口では今でもオオハクが多

いと報告 されている（このことは次項の各調査 の違いについて参照）．

4）について ：オオハク ・コハクの比率 とも関連す るが，表3は3者 の調査結果 を比

較 した ものである．

調査は①環境省ガンカモ生息調査，②国交省 の緑の国勢調査 （民間会社委託），③角

田の調査 の3データである．

2009年 のガンカモ調査 と緑の国勢調査の数値が著 しく違 っている．① と②の調査 日

は違 っても1週 間以内のはずである．また羽数が，オオハ クについてみる と②では11

羽なのに対 して①では3，100羽であ り，コハ クにいたっては6，800羽 と3，444羽である．

総数においても種不明種 を入れてもほぼ倍近 く羽数が違ってい る．同冬12月 下旬の角

田の調査 とは約700羽 程度の違いはあるが，前2者 間でのこの違いはどう解釈すべき

だろ うか．両者 とも国の調査結果 として数値 が公表 されるものであるが，余 りにも違

いすぎる．

2010年 の調査でも角田の調査 と① とは倍近い違いがある．角田の調査 も完全か と言

われれ ばそ うとは言い切れないが，最上川河 口のガンカモ調査 にお けるハ クチ ョウ類

調査に関 して，調査人数等の調査方法を再検討 し，ハクチ ョウ観察者や関係者が納得

できる調査結果に して欲 しい と願 う．

8．ハ クチ ョウの幼羽か ら成羽への変化 （白化）について

このことについては，研修会での発表後2010年4E30日 付 けの朝 日新聞の科学欄 （全

国版）に掲載 されたが，研修会 当日の発表 について述べてみたい．

ハクチ ョウは生まれて初めての冬 に日本に飛来す る時は，オオハクもコハクも灰褐

色の幼羽の状態であることは誰でも知っていることである（図21）．また，北帰す る頃
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になるとその灰褐色の幼羽か らほぼ成羽に近い くらいまで 白くなって くることも知

られている（図20）．

．、’講 い 暇

罵 逮

図21， 全部黒い風切羽．

㎡
鷲
、ぎ

図22． 羽軸周辺に白化の見 られる風切羽． 図23． 白化 の見 られ るコハ クチ ョウ．

ハクチ ョウの換羽については，繁殖地で換羽 し，この時期は一時的に飛翔できない

とい うことも聞いた り書物で読 んだ りしてい る．

幼鳥 の体の羽毛 （体羽）が越冬中に少 しずつ換羽 していることは落ちてい る羽毛で

知っているし， 日常的に羽繕いの時にも落ちるのも観察 している．

ここで，疑問に思 っているのは，風切羽の 白化 についてである．このことについて，

識者 に尋ねても適切 な聞き方 をしないためか，風切羽の白化は繁殖地での換羽 によっ

て白くなるのであって越冬地では白くなることはない とい う答 えであった．ところが，

ハクチ ョウを写真撮影す ると，風切羽の白化が越冬地で起 こっているとしか思えない

写真 が多i数ある（図22，23，24） ．

質問の答えに 「越冬地でも風切羽は少 しずっ換羽 している」とい う方 もいた，でも

この答えにも納得できない．それは各地の越冬地で落ちている羽毛を見ても体羽は多

いが，風切羽が落 ちていることはほ とん ど無い．また，幼鳥の風切羽の白化 と思われ

るものは1枚 の羽の全部が 白化するのではなく，先端部にまだ幼羽色が見 られる．そ

れに換羽 したのであれば羽毛先端に少 し幼羽色 を残す必要は全 くないはずである．し

かも，繁殖地で換羽するとい うのに，生まれて1年 目で初 めて越冬する幼鳥がこの冬

の厳 しい時期にあえて換羽をしなければな らない理 由が見あたらない．ハクチ ョウの

幼鳥の場合，人間の白髪のように根元か ら白化が起きているのではないか とい うのが

角 田の疑問である．もちろん個体識別 をして追跡調査 をす ることによってこの疑問は
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解決 され るのだ とは思 うが，白化 については 「換羽 して」とい うことがハクチ ョウの関

係者の通説 （？）になっているのではないだろうか．

朝 日新聞社の清水記者がいろいろ取材を して下 さった中で，コブハクチ ョウにっい

ては，換羽でなくても羽毛の白化 が見 られ るとい う専門家の方からの答えがあった と

い うことであった．白鳥の会の会員のこれまでの観察や経験か ら納得できるご教示 を

宜 しくお願いいたします．

」
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図24． 白化の見 られ るオオハ クチ ョウ．
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図25． 大雨覆に幼羽の残 る亜成鳥

（009年10月 撮 影）．

風切羽の白化について調べてい るうちに，不思議なことを発見 した．それ は図25の

亜成鳥の写真か らである．繁殖地で換羽 して風切羽は見事 な成羽になっているが，雨

覆羽だけがまだ幼羽色なのである．なぜ換羽の時に雨覆まで成羽にならないだろ うか

とい うことである．

白化のことも含 めて今す ぐ結論が出せ る問題ではない と思 うが，その疑問 となる写

真 を数枚提示 したので，会員 の方々か らのご教示を頂きたい．
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